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二
月
か
ら
は
参
加
者
を
募
っ

て
Ｄ
Ｉ
Ｙ
に
よ
る
塗
装
と
タ
イ

ル
張
り
作
業
を
し
、
展
示
物
を

設
置
す
る
。
五
月
三
日
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
は
、
昨
年

開
催
し
た
「
日
本
茶
カ
フ
ェ
」
な

ど
を
企
画
し
て
い
る
。
七
日
ま 

                  

竜
門
の
淵
の
下
流
に
架
か
っ

て
い
た
木
橋
で
あ
る
。
現
在
は

写
真
の
手
前
、
上
流
側
に
鉄
製

の
吊
り
橋
「
竜
門
橋
」
が
あ
る
。 

両
岸
に
細
長
い
木
を
突
っ
張

っ
て
縄
で
結
び
、
中
央
部
の
垂

直
の
柱
で
橋
桁
を
吊
っ
て
固
定

１ 

    

     

で
は
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
、
そ

の
後
は
無
人
で
の
開
放
や
実
情

に
合
わ
せ
て
開
館
す
る
。 

 

運
営
情
報
収
集
の
た
め
十
二

月
十
七
日
か
ら
三
日
間
、
広
大

さ
ん
け
ん
部
と
本
宮
炎
理
事
長

ら
が
、
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物

館
、
個
人
運
営
の
水
族
館
「
琵

琶
湖
ベ
ー
ス
」、
標
本
な
ど
を
販

売
す
る
京
都
の
「
ウ
サ
ギ
ノ
ネ

ド
コ
」、
環
境
教
育
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

が
運
営
す
る
「
法
然
寺
森
の
セ

ン
タ
ー
」
な
ど
六
施
設
を
視
察

し
た
。 

 

セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
三
段
峡
を
深
く
楽
し
め
る
た

め
の
入
り
口
」
と
し
、
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
「
三
段
峡
野
外

博
物
館
に
出
か
け
よ
う
」
を
予

１ 

   

し
て
い
る
。
三
角
形
を
組
み
合

わ
せ
る
強
固
な
ト
ラ
ス
構
造
だ

が
、
何
と
も
心
許
な
い
。
ト
ラ

ス
橋
は
十
六
世
紀
ご
ろ
か
ら
欧

州
で
普
及
し
た
。
重
機
が
あ
っ

て
も
入
れ
な
い
現
場
、
ど
う
や

っ
て
組
ん
だ
の
か
興
味
深
い
。 

 

昭
和
初
期
の
資
料
に
「
奇
橋

龍
眠
を
渡
り
」
と
の
記
載
が
あ 

定
し
て
い
る
。
楽
し
み
な
が
ら

歩
き
、
魅
力
を
味
わ
っ
て
も
ら

う
の
が
狙
い
。「
真
正
面
か
ら
三

段
峡
の
価
値
を
高
め
る
の
が
、

さ
ん
け
ん
の
地
域
貢
献
」
と
本

宮
理
事
長
は
期
待
を
込
め
る
。 

【
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
専
用
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ア
カ
ウ
ン
ト
】 
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今
年
の
テ
ー
マ
は
「
シ
ン
・
さ

ん
け
ん
」
と
し
た
。
新
た
な
ス
タ

ッ
フ
の
参
加
や
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン 

          

り
、
こ
の
橋
を
指
す
と
思
わ
れ 

る
。
龍
が
眠
る
と
は
ロ
マ
ン
溢 

れ
る
名
前
だ
が
由
来
は
不
明
。

奇
橋
と
あ
る
が
、
こ
の
地
で
は

珍
し
い
形
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

撮
影
は
前
回
に
続
き
野
田
富

示
仁
で
あ
る
。
写
真
技
師
の
熊

南
峰
の
影
響
を
受
け
、
カ
メ
ラ

を
始
め
た
。
原
版
の
多
く
は
原 

               

タ
ー
の
開
業
が
予
定
さ
れ
て
い 

て
、
こ
れ
ま
で
よ
り
一
段
上
の 

組
織
運
営
が
必
須
に
な
っ
た
。 

資
金
調
達
も
課
題
で
あ
り
、
理

事
会
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
理
事
や
さ
ん
け
ん
メ
ン

バ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
一
層
重
要
だ
と
考
え
る
。 

昨
年
は
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

   

爆
で
失
わ
れ
た
が
、
六
十
年
以 

上
経
っ
て
約
二
千
枚
の
ガ
ラ
ス

乾
板
が
野
田
家
の
倉
で
見
つ
か

っ
た
。
修
復
後
、
二
〇
〇
三
年

発
刊
の
「
芸
北
、
カ
メ
ラ
が
語

る
昭
和
初
期
」
に
一
部
が
発
表

さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
枚
で

あ
る
。
今
後
、
未
発
表
の
写
真

を
紹
介
す
る
。 

（
松
尾
俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

               
 事

業
や
ツ
ア
ー
の
販
売
が
始
ま 

り
、
環
境
調
査
や
探
勝
路
清
掃 

     

広
島
県
が
所
管
す
る
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
の
「
ひ
ろ
し
ま

版
里
山
エ
コ
シ
ス
テ
ム
事
業
」

へ
外
資
系
二
社
が
納
税
し
、
県

か
ら
さ
ん
け
ん
に
対
し
事
業
補

助
金
と
し
て
百
三
十
三
万
円
が

交
付
さ
れ
た
。
企
業
は
税
額
控

除
を
受
け
ら
れ
る
。 

 

同
事
業
は
中
山
間
地
域
で
活

動
す
る
団
体
を
支
援
す
る
仕
組

み
で
、
さ
ん
け
ん
へ
の
交
付
対

象
は
人
材
育
成
事
業
。
自
然
塾

の
運
営
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ

ー
の
育
成
に
使
わ
れ
る
。 

 

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
た
同
様
の
仕
組
み
は
全
国 

    

           

活
動
が
評
価
さ
れ
、
取
り
組
み

の
結
実
を
感
じ
た
。
し
か
し
、
事 

業
拡
大
や
多
角
化
の
た
め
、
か

ね
て
か
ら
懸
念
し
て
い
た
人
手

不
足
が
顕
在
化
す
る
。
ス
タ
ッ

フ
の
増
員
は
待
っ
た
な
し
だ
。 

    

初
、
さ
ん
け
ん
が
支
援
対
象
団

体
第
一
号
に
な
っ
た
。 

   

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
の

せ
と
ふ
く
ラ
ジ
オ
が
企
画
し
た

「
瀬
戸
内
ク
ラ
フ
ァ
ン
」
で
、
さ

ん
け
ん
自
然
塾
が
使
用
す
る
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
購
入
費
に

充
て
る
四
万
三
三
一
円
が
、
期

間
中
の
十
二
月
二
十
四
日
ま
で

に
集
ま
っ
た
。
三
段
峡
ホ
テ
ル

の
栗
栖
汐
音
さ
ん
が
、
日
頃
か

ら
撮
影
し
た
三
段
峡
の
写
真
を

販
売
す
る
形
で
進
め
ら
れ
た
。 

 

発 行 

ＮＰＯ法人 

三段峡―太田川 

流域研究会 

(代表・本宮炎） 

 

〒731－3813 

広島県山県郡 

安芸太田町 

柴木 1734 

☎090・

3421・3046 

い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

に
は
内
務
省
史
蹟
天
然
物
調
査

委
員
の
国
府
犀
東
一
行
が
入
峡
、

こ
の
と
き
「
三
段
峡
」
の
名
が
確

定
し
た
。
考
案
し
た
の
は
南
峰
だ

が
、
犀
東
を
名
付
け
親
と
し
た
。 

  

▼
命
名
百
年 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

今
年
は
「
三
段
峡
」
と
名
付
け

ら
れ
て
百
年
目
を
迎
え
る
。
熊
南

峰
入
峡
か
ら
六
年
経
っ
て
い
た
。 

  

一口メモ 

地
元
で
は
「
悪
谷
」
と
ま
で
言
わ

れ
る
自
然
厳
し
い
地
と
し
て
知

ら
れ
て
い
た
。
一
九
二
三
年
八

月
、
三
段
峡
保
勝
会
が
設
立
さ

れ
名
勝
申
請
を
し
た
。
十
一
月

１ 

   

何
と
も
心
許
な
い 
「奇
橋
龍
眠
を
渡
り
」 

（２） 

 三段峡ホテル向かい側の建物に開設するビジターセン

ターのオープンが５月３日に決まり、改装工事が順調に

進んでいる。博物展示のほか、カフェブースなどを予定

している。12月には滋賀、京都の先進施設を視察し、ア

イディアを持ち帰った。センターの運営はさんけん、コ

ンセプトは「三段峡を深く楽しめるための入り口」。工事

の進捗や情報は専用インスタグラムで発信する。 

 

 

 

 

 

博
物
展
示
、
カ
フ
ェ
な
ど
予
定 

先
進
施
設
を
視
察 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信 

   

 

 写真 工事している様子  

 

 

ビジターセンター 軌道へ 
ビジターセンターのブランド価

値向上を最重要事業に位置付けて

博物展示の完成、三段峡講座やカ

フェを試験運用、グッズ開発など

に取り組む。安芸太田町へ地域お

こし協力隊員の派遣を要請する。 

  

「自然塾」講師育成に重点 
 企業の支援が終了する「さんけ

ん自然塾」を自立運営する。中高

生の講師育成に重点を置き、上野

吉雄さんや広大さんけん部の指導

を受け、環境調査技術の習得や論

文の執筆などに挑戦する。 

 

希少動物保全活動を組織 
 ２企業の助成事業でオオサンシ

ョウウオを中心にした河川調査、

ヤマセミの保全活動を実施する。 

前者は加計高校と連携、後者は「さ

んけんヤマセミ部」を立ち上げ、

愛鳥家グループを形成する。 

 

 

テ
ー
マ
「
シ
ン
・
さ
ん
け
ん
」 

資
金
調
達
・ス
タ
ッ
フ
増
が
課
題 

本
宮
理
事
長 

「一
段
上
の
組
織
運
営
必
須
に
」 

人
材
育
成
へ
百
三
十
三
万
円
交
付 

県
の
「企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」事
業 

 

瀬
戸
内
ク
ラ
フ
ァ
ン 

四
万
三
三
一
円
集
ま
る 

2023年の主な事業計画 

改装工事着々 ビジターセンター５月３日オープン 

本宮炎理事長 

 

本宮   

最新顔写真 

 

 

改装工事が進むビジターセンター 


